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☆「ランコ」＝アイヌ語でカツラの木のこと
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アイヌ文化環境保全対策調査委員会
第７回会議を終えて

清水　晶子さん「植物画展」

　８月２２日から9月5日まで二風谷アイヌ文化博物館内の伝承サロンで、北海道植物画協会の会長清水

晶子氏の協力により～清水晶子「植物画展」～が開かれました。

　今回の展示では、清水氏の多数ある作品の中からアイヌに関わりの深い草木を中心に約４０点を展示

し、８月２２日には当博物館にて学芸員研修中の４名の大学生が分担してコーナーの解説をしました。

　　　　　　

                                                           ８月２８日（土）沙流川歴史館レクチャーホールで第７回調

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　査委員会が行われました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　はじめに、調査室の作業進捗状況報告と聞きとリンクグル

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ープを中心とした作業報告をしました。聞き取り作業手順と、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　今年聞き取り調査に協力してくださった方の中から5組6名を

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　取り上げ、集まった情報がどのようにまとめられ調査に生か

されていくのかをデータ班・現地作業班・シミュレーション班・文献グループ・食実践グループなど各

班・グループとのつながりを織りまぜながら報告しました。

　現在までの聞き取り調査の中で、調査対象地域に関する情報が集まってき

ています。課題はまだ多くありますが、地域の方々をはじめ多くの方々の協

力により調査は順調に進んでいます。皆様の協力に心より感謝しお礼を申し

上げると共に今後もご協力をお願い致します。

　その後、委員を中心に中間報告に向けての手順確認作業と意見交換があり

ました。これらを受けこれからの調査に反映させていくこととなります。

～追伸～
　今年聞き取り調査に協力してくださり、今もアイヌ文化は生き続けている

ことを証言して下さった方２名がお亡くなりになりました。心からご冥福を

お祈り致します。

～清水晶子氏について～

１９８３年　ニキ・スレルケルト女史に植物画を習う。

１９８７年　イギリス王立自然史博物館、王立キューガーデンなどで植物

　　　　　　について学ぶ。

１９８９年　北海道植物画協会設立。

１９９３年　科学雑誌『クォーク』に毒草の植物画を連載。

１９９７年　『毒草の誘惑』出版。

　現在は北海道植物画協会会長として

　　　　　　　　　　　　各地で指導するなど多方面で活躍されています。

調査委員会の様子調査委員会の様子

聞き取り調査報告中の貝澤耕一氏

大学生ら4名による解説の様子

毎年８月２０日に行われる、チﾌﾟサンケが開催されました。

前夜祭、舟おろし、後夜祭と大盛況でした。

★チプサンケとは？★

本来は、新しく造った舟に新たな生命を与える入魂の儀式です。川の神に舟を造ったことを報告し、

山の神には船材をさずけていただいたお礼を言います。それぞれの神に感謝を込め、カムイノミ（神

への祈り）をします。毎年新しい舟を造ることはありませんが、舟の安全を祈るとともに儀礼を伝え

ていくためにも、毎年同じ日にお祭りが行われています。チプサンケを簡単にご紹介します。

～チプサンケの流れ～

●　カムイにたいして感謝し、安全を願う祈りを行います。

　1.　アペヘコテ　カムイノミ　　　　　　　　火の神様へのお祈り

　2.　チプサンケ　アペヘコテ　カムイノミ　　舟おろし火の神様への祈り

　3.　チセコロカムイ　アノミ　　　　　　　　家を守る神への祈り

　4.　ヌサコロカムイ　アノミ　　　　　　　　祭壇を司る神への祈り

　5.　シランパカムイ　アノミ　　　　　　　　樹木（森）の神への祈り

　6.　ワッカウシカムイ　アノミ　　　　　　　水の神への祈り

　7.　チプカッケマッ　アノミ　　　　　　　　舟の女神への祈り

　8.　チプサンケ　ワッカウシカムイ　アノミ　舟おろし　水の神へ

●　皆で共に踊り歌います。

●　舟を川に運び交代で舟にのり、川遊びを楽しみます。

●　無事に終了することを知らせ、感謝しながら祈ります。　

～「舟の女神への祈り」の紹介～

　入魂式が終わるといよいよ進水です。舟が左右のバランスも申し分なくみごとに浮かび、皆の間か

ら祝福の言葉と拍手がわきおこったときの感激は何物にもかえがたいものだと萱野茂さんは語ってい

ます。なお、夜のサケ漁で舟を出す際、アイヌの人々は舟の女神も眠っておられるものだと考えてい

ましたから、眠りをさますために舟べりをさおで軽くたたきながら舟の女神へ祈りました。

　昔のアイヌの人々はすべての物に魂があると考え、目にはみえないけれども人間と同じように昼間

は働き、夜は眠っているものであると信じていたのですね。　　　　　　　　　　　　

チプサンケ
～船おろし祭り～

チﾌﾟカッケマｯ　アノミ　　　　　　　　　舟の女神に私祈る

　　　　　　　　　　　　　　　　　

チプカッケマｯ　イリクンネト　　　　　舟の女神様、夜ではありますが、

タ　ネワネコロカ　アエプネマ　　　　私たちの食べ物、そして、　

ヌプ　チェプネマヌプ　チコン　　　　一番は、火の神さまも一緒に食べるために。　

ルスイクス　エカｼルウｴネ　　　　　　鮭をとりに行きます。　　　　　　　　　　　　　　　　

イッケウｴタ　イレスフチ　パ　　　　どうぞ無事に川を渡して下さい。

ロチェオイキ　クスタプタ　イ

キアッシﾘネナ　アプンノウネ

プンキネワ　ウンコレヤン　　　　　　　　　参考文献　萱野茂「アイヌの民具」より引用


